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Toba･Batak vilage atTapanuli,North Sumatra,concerning the cultivation of
benzoin-treesandtheprocessesofmanufacturingthecommercialblend･benzoins.
Toba-Bataksclassifythreekindsofbenzointreeaccordingtothequalityofthe
resin,i.eリHamindjontoba,Hamindjon durameand Hamindjon bulu. Hamindjon
tobaisidentiBedasSiyraxParaleloneurum Perk.,whichiscultivatedatlocations
abovelOOOm contourand producesthebestquality resin. Hamindjon durame,









resinsinvariousproportions. Evendamar,anon-benzoinmaterial,is mixed to
fairlyhighpercentages.







者cJ)産 地はスマ トラ,マレーシアで,後者はラオス,ベ トナム,タイである｡
第 6改正 日本薬局方 (1951年)によれば,シャム安息香は, StyraxbenzoidesCRAIBおよ
び,S.ionkinensisCRAIBetHARTWICH か ら得 られる樹脂で,その形状は,大きさ不同の黄
褐色の偏 平または円形の頼粒で,破砕両は淡黄赤色を呈し, ワニラ様の任侠な香気を有 し,熱
すれば刺激性の蒸気を発する｡ スマ トラ安 息香 は,S.benzoinDRYAND.および S.sumatra-
nusJ.J.SMITH か ら得 られる樹脂で, その形状は, 鴇色～ 暗赤褐色,Jl不整の塊片で,新しい
破 砕i仙二は実質,回二淡靖赤色L})蝕粒を認LJ),佳快な香気/SI有す/:J｡
これ ら2種類U)安 息香のうち,スマ トラ安息香は,主にオランダ人によ,L'数多くU)研究j'/iあ
るカ＼ その栽培などに関 しては, C.vandeKoppel(1950)の報告4)に詳 しい｡ また,植物
分酢芋的研究に関 しては,C.G.G.J.VanSteenisによって詳 しく検討されている｡]7) Lか し
なから,栽培に関しては,第2次大戦前のもので現在の状況を正確に伝えているとはいいがた
い｡なお,最近のものでは,木島らによるシソガポ-ルの調査報告19)がある｡
本稿は, これ らの研究を参考にしなが ら, 北スマ トラ Tapanuli地方における, 現在の安







パ,米国,南米にまで輸出されている文字通 り世界的な商品である｡ 特に大嵐に輸入 し,消費
している国々は,イスラム教国である｡ これ らの国々では,安息香は宗教儀礼の重要な薫香料
であ り,欠 くことのできないものである｡ 第2に,シャム安息香は現在シソガポ-ル苗場には
現われず,従来シャム安息香の輸出国であったタイ (およびベ トナム)は,安息香の輸入国で
ある｡1959年には, タイは27トンの安息香を,シンガポール, ドイツ,フランス,オランダ,
イギ リス,アメ リカに輸出していた｡6〕 現在,タイか らシソガポ-ル-の安息香の輸出はみら
れないが,シンガポールを経由せず,なおこれ らの国々に直接輸出されているかもしれない｡
シャム安息香に 関しては, 新たな資料を揃えて, 改めて検討されなければならないが, シャ
ム安息香が 世界市場においてしめるシェアが, 極めて小 さいことは 容易に 推測されるであろ
i) ○
第 3に,安息香の生産地 として,わずかではあるがインドとマレ-シアがあげられる｡ マ レ
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計2)を Table2に示す｡ これは, 1967-1969年の最近 3年間の輸出に関する統計である｡*こ




Table2の輸出港の統計か ら, 次のことが 推測できる｡ 戦前には, パレンバ ンで年 間 約
300トンの安息香が生産されていた｡4)しか し,Tg.Priokを除 く3港は,Tapanuli地方に直





考え合わせると, たとえ Tg.Priokからパ レンバンの安息香が輸出されているとしても, そ
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III Tapanuli地方の安息香の基原植物
安息香の基原植物は Styracaceae(エゴノキ科) の Siyrax属 (エゴノキ属)に属す｡ こ
の属の植物は,高木または低木で,葉は単葉,互生 し,托葉はな く,菓裏に多 くは星状毛を有
す｡ 花は白色,両性,総状または複総状をなし,頂生または骸生する｡ 花冠は5裂 し,その筒
部は考筒の中にある｡ 子房はおおむね上位, 3室｡果実は卵形または楕円形で 1- 2個の種子
がある｡ 全世界で約 214種あ り12),ヨーロッパ,アジアおよびアメ1)カの熱帯～亜熱帯,温帯






















VanSteenisによって S.paralleloneurum PERK.と synonym として抹殺されている｡ 諸
外国でも,すでにこの説をとりあげ,たとえば,BritishPharmacopoeiaの1948年版に,また
U.S.PharmacopeiaXV (1955)にも,S.paralleloneurusPERK.を収録 している｡**
それはさておき,筆者の住み込んでいた Sidulang村近辺, Siborongborongか ら南東に入











第 1は, 栽培民, Toba-Batak族によって Hamindjontoba(または dolok)*とよばれて
いる｡ 商品価値の高い乳白色の樹脂を産する樹木で, 高さ 10-∑om,胸高直径 10-30cm,
樹皮は灰褐色｡葉は長卵形で,先端はとが り,多くは,長さ 12cm,幅 5cm｡ 菓裏は, うす
い綿毛におおわれ,おしつけられたような,星状毛を有す｡葉脈は明瞭で,6-8対｡葉柄は
7-15mm｡総状花序で長さ 2-11cm｡ 花は白色で長さ 4- 6mm｡ 果実は長卵形で長さ









第 2は, Hamindjondurame とよばれるもので, 赤黒褐色の商品 価値の低い樹脂を産する
樹木で,高さ 10-30m,胸高直径 10-60cm｡ 樹皮は赤味を帯びた褐色｡ 葉は卵形か ら長卵
形,先端はとがる｡ 長 さ 8-13cm｡ 幅 3- 5cm｡葉柄は5-13mm｡菓裏は, ウール状の
白い綿毛におおわれ,星状毛を有す｡葉脈は,7-13対｡総状花序で長さ 6-11cmo 花は白
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す る樹木で,高 さ 10-25m,胸高直径 10-50cm｡葉は卵形か ら長卵形,先端はとがる｡ 長
さ 10cm,幅 6cm,葉柄は約 10mm｡菓裏は,Hamindjondurame よりもやや うすい綿毛
におおわれてお り,押 しつけ られた星状毛を有す｡ 葉脈は7-8対｡総状花序で 3-11cm｡
花は白色,長 さ 10-12mm｡果実は前述の2種よりも大 きく,高 さ 2.5cm,幅 3cm｡
Herbarium Bogorienseの膳菓標本を参照 し, 主に vanSteenisの分芙削こしたがって, こ
れ ら3種を検討 した｡ 第 1の Hamindjon tobaは, S.paraleloneurum PERK.に, 第 2
の Hamindjondurameは S.benzoinDRYANI).に一致 した｡ 第 3の Iiamindjonbuluは,
S.benzoinvcr.hiliferum STEEN.に,近い種であった｡
S.oliganthesSTEEN.はスマ トラ島東岸で一度だけ採集された種で,33m に達す る高木｡
成案の裏面に,茶色の星状毛ないしは鱗毛を欠いていること17)か ら, これ ら3種 とは区別でき
る｡S.serrulatumvcr.mollissimumSTEEN.とは,花弁が綿毛におおわれてお り,覆瓦状で,
ゴ-ルがサ ンゴ状であることなど17)より区別 され る｡S.benzoinDRYAND.と S.ridleyanum
PERK.ほ非常に よく似かよっているが,S.ridleyanum PERK.は, 花序が葉 よりも長 く, 若
い小枝が暗褐色で,小花硬が長 く 4- 9mm,花弁の内側にまば らに軟毛があ り,柱頭が大 き














































6-10mm ほどであった｡ 種被の色は S.benzoinDRYAND.に近い光沢のない薄茶色を皇 し
ていた｡種被の色は重要な形質とはなりにくいと考えられる｡
しかし,この植物の種子は S.benzoinZ)ar.hilifeyumSTEEN.と同様に,著 しく大きく, こ
の植物の一つの大きな特徴である｡ また,葉裏の綿毛は S.benzoinDRYAND.よりもうす く,
葉脈は,より明瞭であ り,S.Paralleloneurum PERK.にみられる,おしつけられたような星
状毛がある. 二次生産物である樹脂を, 分類に導入すれば,S.benzoinDRYAND.および S.
Paralleloneurum PERK.と明確に区別できる｡ 後に述べるごとく, S.benzoinDRYAND.の
樹脂は,Cinnamicacidを全 く含まず,BenzoicacidLr)ふて,S.paralleloneurum PERK.の
樹脂は,Cinnamicacidを多く/含み,そのJiか ら34量の Benzoicacidを含んでいる｡ この植
物の樹 脂は,Benzoicacidを多くふ くみ,そのyt量の Cinnamicacidを合んでいる｡ また,






い茶色の綿毛におおわれ, 鱗毛ないしは 星状毛は少なく, 葉の表面が 茶色を呈 していること
より,品種としている｡ この品種は,Tapanuli地方で一度だけ採集されたことがあ り,その
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の下は, 1-3cm の黒色の腐植土,その下は, 赤味を帯びた砂壌土ないし壌土であった｡







の実測値)｡ 筆者の観察によれば, Hamindjontobaすなわち, S.paralleloneurum PERK.
ほ標高 1000-1600m,Hamindjondurameすなわち S.benzoinDRYAND.は標高500-1000
m に植えられており,種による "植分け"が行なわれている｡ Hamindjonbuluは, 1000m
付近にわずかに見られる｡S.benzoinDRYAND.は,商品価値の低い樹脂しか 産しないので,
S.paraleloneurum PERK.の植えつけられる場所に植えられることはまずない｡500m 以下
ではゴム林が安息香林にとってかわ り,ここにも "植分げ 'がみられる｡ この "植分げ 'を成
立させている要困はいろいろあるが,安息香樹の側からいえば,樹脂の生産量が落ちるのが一
つの要因であろう｡ S.paralleloneurum PERK.ほ 1600m をこえると生育が悪く, 同時に
樹脂の収率も悪 くなってくる｡
Fig.5に,安息香樹の栽培地を示す｡ 南限は, 実際に確かめたが, 他は栽培民および安息
香の業者からの情報および, 次にかかげる Tapanuli地方の地域別の統計表8) Table5をも
とにして作製 した｡ この図に示した通 り, 多 くは 1000m 以上の山中で 栽培されている｡ ま
た,その地域はいわゆる Toba-Batak地域内にほぼかざられている｡
Table5から, Tapanuli地方では,年間およそ 2500トンの安息香が生産されている｡ こ


































































































Ⅴ 栽 培 と 収 穫
1.植付けから伐採まで
安息香樹の植付けには,2種の方法がある｡ まず,種子から植付けられる方法は次のとおり
である｡ 安息香樹の落葉期頃, 1- 2月に果実を採集する｡ 完熟した果実は, 高さ 2.5cm,
幅 2cm ぐらいで (S.paraleloneurumPERK.の場合),植付ける前に, 厚くて固い果皮を
むいておく｡ 普通果実中には1個の種子があり,高さ 1.8cm,幅 1.5cm ほどである｡ これ
を直接,山中の栽培地に植える｡ 労力をはぶ くために,苗床はつくらない｡また,栽培地の地
434
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ならLなどもいっさい行なわない｡ 3-4m 間隔に浅い穴を掘 り, 4-5個の種子を,その
穴にうめこむ｡地ならしをしないのは, 労力をはぶ くほかに, 木々によって日影ができ, 逮
度の湿度と光を種子にあたえ,発芽をうながすためでもあ り,発芽後の生長をお くらせる雑草
の繁茂するのを防 ぐためである｡ 約6カ月後に発芽する｡ だいたい四つ葉ぐらいに生長 した頃
に,もっとも生育のよいものを残して, 他はつみとられる｡ 播種後, 2年ほどで, 2m ほど
の高さに生長する｡ この頃に,他の木々を伐採する｡ 下草があれば,下草もか りとる｡ 6年後
で, 高さ5-6m,胸高直径 10cm ぐらいになり, 樹脂の採集が可能になる｡ この頃まで,
年1回,下草刈が行なわれる｡
他の方法は,自然にできた実生を移柚する方法である｡ まだ若い栽培林では,実生はほとん







大する｡ まだ若樹の10-20午口が,量的 ･質的に最良の樹脂を生産する｡30年 目をすぎると,
良質の樹脂の量が減少し,全体としての量も低下 しはじめる｡ 一般に70年 ぐらいまで採集でき





置で,老樹の樹皮を,幅 50cm で, ぐるりとひとまわ り切 りとる｡ 樹皮をはがれた老樹は徐
々に枯死する｡ すっか り葉が枯れ落ちた後に, 切 りたおす｡ 老樹を徐々に枯死させるのは,
若樹に徐々に強い光がさし,その生育に悪い影響を与えないようにするためである｡
2.タッピングおよび収穫法
Tapanuliの各地で気候が少 しずつ異なるのに応 じ, タッピングおよび収穫の時期も少 しず
つ異なっている｡ そこで,まず Sidulang村の場合を例にして述べる｡
















る｡ 次に "Sugi" と呼ばれる, ノミのような道具
で,材部を傷つけないように,樹皮部いっぱいに,
たてむけに打ちこむ｡ そして, 水平方向にたおして, 樹皮と材の間に間隙をつくり, HSugiH
を抜 く｡"Sugi"の柄の部分で, うちこみ部の上をたたき, 間隙をふさぐ｡ このようにして,
50-60cm の間隔で,地上からす ぐ上の樹幹か ら,樹冠の中頃まで,ほぼ直線上にタッピング
してゆく｡ 胸高直径 20cm ぐらいの15年目の樹では,10cm ほどの間隔で5-6列のタッピ
ングされた列が上か ら下にならぶ｡このとき,かつてタッピングされた傷口は使用されず,料
脂の採集時にできた切 り口のまだいえていない近 くはさけられる｡ タッピングは,一般に,全
く新しい部分か,すでにいえた傷 口のす ぐ下になされる｡
タッピング後, 1週間目ぐらいから,透明な黄色の樹脂が惨出しはじめる｡ タッピング後,




と呼ばれるナイフ様の道具で, 樹皮とともに切 りとる｡ この切 り口は, ほぼ六角形を皇する


























を中心に, Pertakhamindjon の小粒の砕片も加えて, 別に集められる｡これを Sidukkapi
と呼ぶ 〔Photo8〕｡ 切 り口より流れ出していた赤茶色のやや透明な樹脂 も別に分けられる｡こ
れを Tahirという 〔Photo9〕｡ 最後に,Pertakhamindjonをとった残 りが樹皮にまだこび
亨5 1点 け は 19
Photo.7 Pertakhamindjon





















































































この工場の Special群は,SintongMarnipi村の Matagadangをふるいにかけて, その
大 きさで分けたものであ り,Matakasar,Matahalusも,Sanpulangをふるいにかけて大 き
さで分けたものである｡ Abukasar,Abuterbangは,前 2者の粉末分と Letjetを合わせ,
ふるいにかけて分けたものである｡ Djurur,Tahir,Kulitとは, SintongMarnipiのそれぞ
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例 6, 7, 8は,ダマールの混合率が,85%,90%, 100%と非常に高い｡ 例 8ほ,ダマ-
ルそのものである｡ 例8は,工場では安息香とよんでおらず,ダマールと称している｡ しかし




























ダマ-ルの中で,特 に 注 目されるのは,
Damarbatuである 〔Photo15〕｡ 安息香









適当な比率にまぜあわせ,いくつかの組合せをつ くっておく｡ これ らの樹脂は一度温水で洗浄
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し, ゴミをとり除いておくと同時に,やわらか くする｡ 時には,この過程が省略される｡ 次に
綿布またはアンベラを内側にしきつめた 2段組の木箱に,この樹脂をつめこんでゆ く｡ まぜあ
わされた安息香と粒状のダマ-ルとを交互に, 7- 8層の層状につめる｡ こうして,上段の箱
の% ぐらいの規定量まで目分量でつめた後,熱湯をかけ,おとしぶたをかぶせてその上に人間
がのり,圧力をかける 〔Photo16〕｡ 充分に踏み固め られた後, 上段の箱を除いて布を上面に





















こうした長い歴史をもつ 混成安息香の製造法および 商業は, 一朝一夕に変わるもので日ソ〔
い｡今後 もこの方法でいろいろの混成安息香がつ くりつづけ ら,lL,.て)であろう｡ それ故に,スマ
トラ安息香の晶質を定めることは今後とも難 しいと思))jtZ)｡
ⅤⅠⅠ 化学組成について
Table7は, P.H.Brans(1931) および C.J.vanHulssen(1941)によって報告された
化学分析をまとめたものである｡4) Table8は Bog()rの し.P.K.H.H.で分析された もので
ある｡15)
これ らによれば,S.paraleloneurum PERK.は Cinnamicacidを約30%, Benzoicacid
































































































































































96.2 184.1 87.9 30.58 11.48
105.4 181.8 76.4 27.94 12.36
112.2 167.5 59.5 24.48 12.90






226.0 118.2 0 27.6
237.9 132.2 0 26.2




















世界市場における安息香の90%以上をしめるのは, スマ トラ安息香である｡ この安息香を
産出している主要な地域が, Tapanuli地方である｡ そこで, 春稿は, このもっとも重要な
Tapnuli地方の安息香をとりあげ,栽培から市場までを述べた｡ しか し,安息香は Tapanuli
地方だけで栽培されているのではない｡すでに述べたごとく,かつては300トン以上の生産量
を誇ったパ レン/ミソの安息香が現在 どうなっているか,検討されなければならない｡現在のパ
レソバンの栽培状況, もし減少しているのならばその 理由などを 明らかにすることが 望まれ
･TJ｡同様のことが,シャム安息香についてもいえる｡
インドで も安息香が生産されているらしい｡このイン′ドの安息香については,ほとんど知ら
れていない｡インドのどの地域で, どのような樹脂を, どのように栽培 しているのか,その生
産量はどれほどあるかなどを明らかにすることは今後の問題である｡
また, 本稿でとりあげた Tapanuli地方の安息香についても, 充分とはいえない｡ 筆者は
Tapanuli地方の全栽培地域を調査 したわけではない｡ 各地区のより精細な調査がなお必要で
あろう｡ さらに, 本稿で, Hamindjonbuluが S.paralleloneurum PERK.と S.benzoin





Herbarium Bogorienseの職員の方々, 細野史郎氏, S.A.Sagala 氏をはじめとする P.T.
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